


常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

山

田

哲

好

は

じ

め

に

太
閤
検
地
に
つ
い
て
の
研
究
は
'

一
九
五
三
～
四
年
に
か
け
て
'
い
わ
ゆ
る

｢太
閤
検
地
論
争
｣
が
展
開
さ
れ
'
そ
の
後
も
'
近
世
村

落
成
立
過
程
の
問
題
と
関
連
し
て
'
諸
先
学
よ
り
様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
な
が
ら
現
時
点
で
の
研
究
の
成
果
を
整
理

(1
)

L
t
ま
と
め
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
'
い
ま
だ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
-
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る

｡

(2
)

と
り
わ
け
'
常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
'
及
び
近
世
村
落
の
成
立
過
程
に
関
す
る
論
考

は

少
な
く
'
太
閤
換
地
に
関
し
て
は
'
水
戸

を
中
心
と
し
た
茨
城

･
那
珂

･
久
慈
の
諸
郡

(
-1
佐
竹
領
)
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
小
稿
で
は
常
陸
国

一
国
全
般
に
わ

た
る
太
閤
検
地
の
施
行
過
程
と
そ
の
実
態
を
検
地
帳
の
分
析
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(3
)

H

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
施
行
過
程

(4
)

表
1
の
年
表
は
'
常
陸
国
に
お
い
て
太
閤
検
地
施
行
年
間

(天
正

一
〇
年
～
慶
長
三
年
)
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
村
を
文
献
'

及
び
史
料
に
基
き
作
成
し
'
出
典
と
検
地
帳
の
場
合
は
残
存
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
に
よ
り
'
換
地
施
行
年
代
は
'
文
禄
三

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)

五

1



検 地 年 表

残 存 状 況 l 出

仝8冊 ･写 浜田孝久家文書

全4冊の内 2冊 ｢土浦市史編集資料｣ (第8編)

全1冊 ･写

｢土浦新領引渡帳｣B

(平沢村 結束庄左衛門家文書)

1仝13冊の内 6冊 栗原義郎

家文書 .｢沢辺村長百姓七人統

之覚｣β(御田寺義

憲家文書)鈴木政

之助家文書全4冊の内
左記日付の屋敷帳の
表紙が付せられた1冊
があるが内容は田畑水帳 藤沢勘

兵衛家文書仝2冊カ,
現存する検地 帳 (1冊
)は,元禄11年土浦領
分となった際に.久松
家一族分を改めたもの
で左記両日の改め日付がある 久松

志治家文書元禄4年 r明細帳｣A(藤沢

光家文書)｢県方集覧｣6(上境村酒井

泉家文書)沼 尻 隆

家 文書4 冊 l小神野藤右

衛門家文書｢田制考証｣(｢近世地方経済史料｣第8

巻所収)I4 冊 l酒井

治部家文書全6冊の内 1冊 本橋こと家文書

史
料
館
研
究
紀
要



･郡名 村 名 年 代 政 地 車

二 行新治 沖 宿 文禄 4.3.9-14 田辺十郎右

衛門 飯 重 圧 助風祭太郎右衛

門 山 -浦 五郎七神 立 文禄 4.2.29-30

(破損の為不明)小山崎 文禄 3.ll.28 田 辺 十右衛門 高 野 尊 拾

山 浦 ■弥 蔵 鳥 居 加左

緒門広 岡 (文禄年間)坂 田 文禄 4.2.8-18 田 辺 十右衛

門 高 野 尊 拾沢 辺 文禄2(3の誤カ)田土部 文禄 3.ll.2-4

山 浦 弥 蔵 鳥 居 加左衛門田辺十郎右衛門 高 野 尊 次

古 来 文禄 3.ll..

晦 青 木 勘左衛門 玉 勢 茂右衛門加 藤 彦右衛門 堀 田 長 六

島古来 文禄 3.ll.28-晦

(同 上)文禄3 (同 上)(同 上)

(結城様御代検地)金 田 文禄 3.ll.22-27 青木勘
右衛門尉 城 田 ∵長 六玉勢代右衛門尉 加藤彦右衛門尉

花 宝 文禄 3,12.2

1上 宝 文禄 3.12.3-7 青木勘右衛門尉L 細 田 長 六

玉勢義右衛門加藤彦右祢門

大



史
料
館
研
究
紀
要

弟

1
0
号

)

五
四

残 存 状 況 ㌻典 出

仝7冊 放浪大 佐 藤 茂家

文書二全9冊の内 :6冊破損大 :.大 旦 正

夫家文書T県方

集覧｣6 12冊 .1写 田 上 伝左衛門家文書

｢県万兵寛｣6

(同 上)(同:上

):仝1冊 清 水 昭 家文書 .

｢田制考証｣｢水戸市史｣ (上巻)

･r安得虎子｣ (東大史料編某

所).Ii仝1冊 文政6写

酒井林七家文書会1冊.写 福 田 姦

雄家文書1 冊 .写

｢土浦市史編集資料｣ (第8編)仝

5冊 広 瀬 正 碓家文書:仝6冊の

内 2冊 ･長 南 俊 夫家文書全6冊 一部破扱 ー酒 井 和

男家文書仝9冊の内1冊の一部 ｢土浦市史編集資料｣ (第8編)

仝5冊 . 南 貝 十 郎家文

書仝1冊 ｢土浦市史編集資料｣ '(



郡名 村 各 年 代 検 地 p二奉 1

行玉取文禄3.ll.2-早 ､青木勘右衛
門尉 掘 田 長 六玉勢代右衛門尉

加藤彦右衛門尉田 中 文禄 3.10

.23 (同 - 上)宇 野 文禄4 (結城様御代御検地

)大 畑 文禄3.12
文禄3 (結城様御代

卸検地)田 宮 (同 上) (同 上)

書 淑 文禄4 (大久保十兵衛様御検地)

筑汲 山 口 文禄 3.12 佐 竹 義 宣 立又左衛

門打口上 境 文禄 3.ll.19 青 木 勘右衛 門 城 田 長 六

玉 勢 茂右禅 門作 谷 慶長3以前 文

禄年門カ) (佐竹奉行カ)小 高 文

禄 3.12.14 佐 竹 義一宣永 井 文禄 3.12.13 p (同 .

上)信太 土 浦 文禄 4.3.9 青 木 勘

右衛門 城 田 長 六山 内 弥 作 加 藤 夢右衛門'Ji 松 文禄4.3.5- 7 大 久 保 .十兵

衛大岩田 文禄 4.3.._17-2
1 ･(同 上)烏 1山

文禄 4.3.23-28 (同 上)宍 塚 文禄 4

.2.24. - (同 . 上)矢

作 文禄 4.2.､6⊥10永 国

文禄 3.12.14 青 木 勘右衛門 , 掘 田 ◆長 六玉 勢.ノ儀衛門.加藤彦右衛門

河内小野崎文



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
〇
号

残 存 状 況 . 出 典

-｢水戸市史｣ (上巻)

.∫｢水府恵料｣(｢茨城県史料｣琴世地誌編所収) ｢田

制考証｣｢水戸市史｣ (上巻)

･(同 .L上

)｢水府志料｣

(向 上)｢田制

考証｣(

同 上) ｢水府志料｣｢田制考証

｣｢水戸市史｣(上巻)｢田制考証｣

(同 上)仝1冊 .矢守
.
仁太郎家文書
､E

｢水戸市史｣(上巻)._

五
六

年

一
〇
月
を
最
初
に
'
同
四
年
'
慶
長
二
年
'
同

三
年
の
四
ヶ
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
｡

そ
こ
で
検
地
奉
行
を
検
討
し
て
み
る
と
'
大
き
く

五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
け
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
t
u

石
田
三
成
t

f
i佐
竹

義
宣
'

伶
大
久
保

十
兵
衛

(
長
安
)､
仙
田
辺
十
右
衛
門
等
他
六
名
'
仰
青
木

勘
右
衛
門
尉
等
他
1二
名
で
あ
る
｡
こ

こ
で
..

論
を

進
め
る
に
あ
た
り
'
小
稿
に
お
け
る
太
閤
検
地
の

分
析
視
角
に
つ
い
て

≡
一口し
て
お
き
た
い
｡
太
閤

検
地
を
'

仙
豊
臣
直
臣
田
に
よ
る
検
地

㈲

豊
臣
直
臣
団
が
'
自
領
内
に
お
い
て
伽
と

同
様
な
方
式
で
実
施
し
た
検
地

仙

徳
川
氏
等
の
大
名
が

'
自
領
内
で
全
く
独

白
の
方
法
で
実
施
し
た

検
地

(./))

以
上
の
三

つ
に
分
類
し
た
｡
こ
の
う
ち
'
仙

･

脚
は
豊
臣
直



:郡名 村 哀 二本 ∴ L化 二L検L ∴克 ,∴ 二層 ′行

,革城1l那 珂西台宿 文禄 き,ll

I24 -木琴下 慶長 3.:I

牛丸兵左衛門又 熊 慶長3

:､ (同 L 上)･那珂 上河内 文禄 3,ll.

壷o Lp 石 田 治部少輔'石 神

文禄 3.ll.I.I9 (向 上)栓 沢 文禄 3.10.2

3, 牛 丸 兵左衛門屋島 苧 (同 上)

下中瀬 文禄 3.10二29 石 田.-治部少輔久慈 松 平 文禄 3.10._6 /
村 井 勝左衛門 .,= 菅 沼 彦左衛門(藤

林三石軍門配下カ)久 米 文禄

3.10..7 石 田 治部少輔和.田国 安 文禄

3.10.9下野国 小一深

文禄 3,10.29:I. 牛 丸 兵左衛門茂木内 飯 野文禄3.ll.1

※山尾の 他田
,
茂臥大関
,
出
,
飯田
,
大曽根
,
長 岡

,
塙瀬の8ケ村

秀
吉
の
も
と
で
派
遣
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
｡

肘の

場
合
は
'
秀
吉
か
ら
直
接
の
命
を
受
け
た
も
の
で

は
な
く
t.
各
々
の
大
名
が
自
領
内
で
実
施
し
た
検

地
で
あ
る
の
で
純
粋
な
太
閤
検
地
と
は
言
い
が
た

い
｡
｢従
来
の
よ
う
に
'
単
に
太
閤
検
地
施
行
年
代

に
実

施

さ
れ
た
換
地
と
い
う
こ
と
だ
け
で
'
太
閤

検
地

一
般
の
政
策
基
調
論
に
解
消
さ

せ
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
｡
て
の
分
析
視
角
に
よ
っ
て
'
換

地
奉
行

仙
～付
の
グ
ル
ー
プ
を
検
討
し

て
み

よ

,つ
｡川の
石
田
三
成
は
'
言
う
ま
で
も
な

.
く
秀
書
の

直
臣
で
あ
り
'
し
た
が
っ
て
彼
の
施
行
し
た
換
地

は
純
粋
な
太
閤
検
地
で
あ
っ
て
分
類
で
は
仙
と
な

る
｡
そ
の
地
域
は
'
佐
竹
氏
の
本
領
で
あ
る
と
こ

ろ
の
久
慈

･
那
珂
両
部
で
'
こ
の
検
地
出
目
に
基

き
､
翌
文
禄
四
年
六
月
'
秀
吉
か
ら
の



史
料
館
研
究
紀
要
､廃

】
〇
号

妄

八

倒
の
佐
竹
義
量
の
場
合
を
検
討
し
て
み
る
と
'
筑
波
郡
山
口
村
'
同
郡
小
高
村
の
検
地
帳
の
記
載
形
式
は
'
伽
石
田
三
成
に
よ
る
検
地

帳
と
同
じ
で
'
石
盛
も

1
致
す
る

(山
口
村
の
検
地
帳
だ
け
に
分
付
記
載
が
あ
る
)｡
さ
ら
雪

屋
敷
地
に
も
等
級
が
つ
け
ら
れ
て
い
,る

こ
と
も

一
致
す
る
｡
当
時
の
佐
竹
氏
は
'
豊
臣
政
権
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
'
秀
吉
の
命
を
受
け
て
'
佐
竹
氏
が
独

自
に
実
施
し
た
検
地
で
は
な
-
'
し
た
が
っ
て
分
類
で
は
㈲
と
な
り
純
粋
な
太
閤
検
地
と
言
え
よ
う
｡
そ
の
地
域
は
､
本
領
よ
り
遠
方
の

筑
波
郡
や
下
野
国
で
あ
り
'
石
田
三
成
が
実
施
し
た
地
域
と
は
対
照
的
で
あ
る
｡
文
禄
三
年
の
佐
竹
領
の
検
地
は
翌
年
六
月
の
知
行
割
の

朱
印
状
切
前
提
と
な
る
も
.の
で
,..
こ
の
朱
印
状
に
よ
.D
t
佐
竹
氏
の
領
国
統

1
が
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
朱
印
状
で
特
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
;い義
量
の
蔵
人
地
は
以
前
の
凡
そ
1
0
倍
の
1
0
万
石
に
増
加
し
た
こ
と
と
'
こ
れ
と
引
香
に
新
た
に
豊
臣
氏
の
蔵
人
地
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
地
域
は
'
前
述
し
た
よ
う
に
佐
竹
氏
の
本
領
内
で
み
る
.
な
お
'
慶
長
二
年
'
同
三
年
の
佐
竹
氏
の
直
属
家

臣
に
よ
る
検
地
は
'
麦
田
検
地
と
い
う
特
殊
な
検
地
で
あ
る
の
と
'
新
た
な
知
行
割
の
必
要
性
か
ら
佐
竹
氏
独
月
に
実
施
し
た
検
地
で
あ

る
の
で
､
分
類
で
は
灯
に
属
す
を
も
の
で
あ
る
｡

樹
の
大
久
保
十
兵
衛

(長
安
)
は
'･徳
川
氏
の
地
方
支
配
の
上
で
重
要
な
役
割
を
果
す
代
官
頭
で

あ
り
'
し

た

が

っ

て
彼
を
奉
行
.と
す

る
検
地
は
徳
川
検
地
で
分
類
で
は
灯
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

(因
み
に
彼
は
前
年
の
文
禄
三
年
に
は
下
総
国
で
惣
奉
行
と
し
て
検
地
に
臨

(6
)

ん
で
い
る
)｡
そ
の
地
域
は
'
信
太
郡
が
中
心
で
佐
竹
氏

1
族
の
蔵
人
地
が
全
く
設
定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
｡.
"

,ド

(7
)

次
に
'

紺･
悦
の
グ
ル
ー
プ
は
結
城
氏
の
家
臣
で
あ
る
こ
と
が
史
料
的
に
判
明
す
る
｡L家
康
の
天
正

l
八
年
関
東
人
封
の
際
の
知
行
割

で
'

結
城
秀
康
は
家
康
の
努
二
子
で
秀
吉
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
'
秀
吉
の
命
に
よ
り
関
東
の
名
族
結
城
氏
の
跡
を
継
い
で
結
城
に
封

ぜ
ら
れ
た
｡
さ
ら
に
慶
長
六
年
に
越
前
に
転
封
さ
れ
る
ま
で
土
浦
城
主
を
も
兼
ね
て
い
た
｡
し
た
が
っ
て
結
城
氏
は
徳
川
氏
の
上
級
家
臣

で
あ
る
の
で
矧
と
同
様
徳
川
換
地
で
あ
っ
て
分
類
で
は
肋
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
地
域
は
'
土
浦
を
中
心
と
す
る
桜
川
流
域
で
'

や
は
り
億
竹
武

一
鹿
の
属
人
地
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
.



と
こ
ろ
で
'
天
正

一
八
年
'
徳
川
氏
の
関
東
人
封
の
際
の
知
行
割
で
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
た
領
国
は
'
後
北
条
氏
の
旧
領
土
で
あ
り
'

常
陸
国
で
は
徳
川
領
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
'
現
実
に
徳
川
家
臣
団
に
よ
る
換
地
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
､
土
浦
を
中
心

と
し
て
新
治

･
筑
波

･
信
太
の
各
部
に
徳
川
領
が
複
雑
に
入
組
ん
で
い
た
と
考
･与
h
Lれ
'
こ
れ
ら
の
各
部
が
徳
川
氏
と
佐
竹
氏
の
領
国
の

接
点
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

以
下
'
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
ご
と
に
検
地
帳
の
分
析
を
中
心
と
し
て
検
地
の
実
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡

肖検
地
帳
の
分
析
と
そ
の
検
討

(11

分
類

似
=石
田
三
成
検
地

(8
)

豊
臣
直
臣
田
-
石
田
三
成
に
よ
る
純
粋
な
る
太
閤
検
地
帳
は
'
現
存
す
る
も
の
は
那
珂
郡
上
河
内
村

一
村
だ
け
で
あ
る
｡
当
村
は
水
戸

に
近
い
那
珂
川
流
域
の
低
地
に
位
置
す
る
'
田
畑
合
わ
せ
て
二
〇
町

一
反
余
'
村
有

1
九
五
石
余
の
小
村
で
'
た
び
た
び
那
珂
川
の
氾
濫

の
被
害
を
受
け
て
い
る
｡
ま
ず
'
換
地
蝦
の
表
題
と
記
載
形
式
を
示
そ
う
｡
･

文
禄
三
年
霜
月

廿
日

常
陸
国
那
珂
郡
内
上
河
内
相
和
検
地
帳

石

田
治

部

少

輔

奉

行

藤

林

三

右

衛

門

や
し
き
の
う
し
ろ

下

田

十

四

間
廿
八
間

一
反
三
畝
二
歩

一
石

一
斗
七
升
六
合

介
左
衛
門

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)

五
九



同所上田
史
料
館
研
究
紀
要

昇

一
〇
号

十
三
間
升
間

ー

一
反
三
畝

同所下々
田

五
間
六
間

1
畝

一
石
六
斗
九
升

七
升

七
郎
四
郎

太

三

.衷 2 検地帳分析表

′郡 村 名 二一L那 珂 郡､上 河 内 村

年 代 二文 ,.:禄∴ 串1 年

丁!級 . 反 別 1936 畝 .

.09一二-屋 敷

肴 p無 1 計 ･%::冬請人 2町以上
-3町未満 ll _1 1.llーl JV -2 TuJ9反 ;! ～1 08 ,, ～9反 すL7 ,y

～8;r 11 ノ1 11 9.2.･6 0 .

｣7 JV 1 2階 5 0 ;-6 ケ
p4 I_4-4 0 -5

/y 11 4 '5 89.7

磨 3 〟 ～4 ■(y .5 15
2 // ～S P 15(6卜 15(6

)義 :1 'V T2 0 写1(
8)I.壷i8)1 反

.未 満 3I(17. 31川計

4 83uS). 87uS)屋敷地名請人 %
4.6<備考> ｢水戸市史｣上巻β作製入作2名は除く

潔()内は武士的名前を 有するもの打出高195石004

田
畑
共
に
四
等
級
で
､
小
字
名
'
竪
桟

の
間
数
､

一
筆
ご
と
の
反
別
'
分
米
'
名

請
人
が
記
さ
れ
､
典
型
的
な
太
閤
検
地
帳

の
記
載
形
式
を
と
っ
て
い
る
｡
又
'
分
付

記
載
が
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
t
.検
地
樺

は
六
尺
三
寸
梓
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
｡
そ
こ
で
名
請
人
の
階
層
表
を
示
す
と

表
2
と
な
り
'
名
請
人
総
数
八
七
名
は
小

村
に
し
て
は
非
常
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
｡
こ
の
八
七
名
の
内
'
五
反
以
下
の

零
細
な
名
請
人
が
七
八
名
で
全
体
の
九
〇

%
に



こ
の
家
は
後
'
庄
屋
に
な
る
い
わ
ば
草
分
け
的
な
農
民
で
あ
り
'
村
役
人
と
し
て
特
権
に
よ
っ
て
屋
敷
地
を
免
除
さ
れ
た
も

の

で
あ

ろ

う
｡
又
'
名
請
人
の
名
前
に
'
弥
四
良

･
弥
五
良

･
弥
八
良

･
弥
十
良
'
二
良
衛
門

･
四
良
衛
門

･
五
良
衛
門
t
と
い
う
よ
う
な
同

一
家

族
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
'
そ
の
中
の
大
多
数
は
零
細
農
民
と
し
て
名
請
さ
れ
て
い
る
.
さ
ら
に
'
寛
永
年
中
の
当
村
の
冠
数
は

二

一
軒
で
あ
る
と
言
わ
れ
'
こ
の
検
地
帳
に
名
詩
さ
れ
た
者
す
べ
て
が

一
軒
前
の
農
民
と
し
て
自
立
経
営
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
L
t
他
村
か
ら
の
入
作
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
換
地
施
行
者
の
意
図
は
'
零
細
農
民
を

一
軒

前
の
自
立
小
農
民
と
し
て
公
認
し
よ
う
と
す
る
'
全
国
的
な
政
策
基
調
で
あ
る
小
農
民
自
立
政
策
を
箕
徹
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
｡

I

切

分
類
㈲
=

佐
竹
義
宣
検
地

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
'
筑
波
郡
山
口
村
で
'
翌
文
禄
四
年
六
月
の
知
行
割
で
佐
竹
義
王
の
蔵
人
地
と
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
｡
ま
ず

換
地
帳
表
題
と
記
載
形
式
を
示
そ
う
｡

文
禄
三
年
拾
弐
月

常
陸
国
筑
波
郡
山
口
杵
御
縄
打
水
帳

佐
竹
義
宣
奉
行
立
又
左
衛
門
打
口

や
な
き
町

十
六
問

四
十
二
間

九
問
四
十
二
間

弐
反
四
畝
拾
六
歩

三
石
壱
斗
八
升
九
合

加

賀

壱
反
三
畝
廿
四
歩

壱
石
七
斗
九
升
四
合

内

膳

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)



史
料
館
肝
究
紀
要

第

1
0
号

十
間

′

四
十
六
問

壱
反
五
畝
拾
歩

源
衛
門
ま
へ

壱
石
九
斗
九
升
三
合

新
兵
衛

前
述
の
那
珂
郡
上
河
内
村
の
石
田
三
成
に
よ
る
検
地
帳
の
記
載
形
式
と
全
く
同
様
で
あ
る
｡
山
口
村
は
田
畑
の
割
合
は
七
対
三
で
田
勝

地
で
'
上
田
'
上
畑
が
全
耕
地
の
半
分
以
上
を
占
め
る
生
産
力
の
高
い
土
地
柄
で
あ
る
｡
石
盛
は
上
田
が

一
三
で
以
下
等
級
が
下
が
る
ご

と
に
二
つ
劣
り
'
畑
方
は
止
畑

1
1
1で
'
町
じ
-
二
つ
劣
り
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
那
珂
郡
上
河
内
村
の
石
盛
と
同
じ
で
あ
る
｡
し
た

が
っ
て
石
盛
は
t
Jそ
の
村
々
の
土
地
柄
d
善
悪
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
'
換
地
施
行
者
に
よ
っ
て
統

1
さ
れ
た
基
準
で

行
な
わ
れ
た
こ
と
払
な
ろ
う
.
又
'
崖
敷
地
は
'
す
べ
て

｢上
尾
敷
｣
と
記
さ
れ
'
昆
敷
地
に
も
等
級
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

(9
)

る
｡
と
れ
に
関
連
し
て
'

｢水
府
地
理
温
故

録
｣

に
よ
る
と
'
文
禄
三
年
の
石
田
三
成
の
検
地
に
つ
い
て
の
条
に
'

｢屋
敷

(
の
石
盛
)

(10
)

は
畠
に
準
'
亦
上
中
下
の
別
あ
り
｣
t
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
さ
ら
に
'
｢
田
制
考
証

｣
､で
は
'
那
珂
郡
小
街
村
の
換
地
帳
に
も
上

･
中

の
等
級
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
t
.
い
か
な
る
基
準
を
も
っ
て
等
級
を
付
け
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡
以
上
の
よ
う
に
'
石
田

三
成
に
よ
る
検
地
基
準
を
'
記
載
形
式
'
石
盛
'
尾
敷
地
の
等
級
づ
け
で
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
や
は
り
佐
竹
氏
独
自
の

方
法
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
｡
し
か
し
'
当
村
の
検
地
帳
に
は
記
載
形
式
に
示
さ
れ
て
い
る
と
と
く
'

｢源
衛
門
ま
へ
｣
と
い
う
よ
う
な

肩
書
記
載
が
広
汎
に
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
.1
こ
の
肩
書
記
載
は
'

｢
ま
へ
ト
か

｢
分
｣
‥と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
'
又
'
同

時
代
の
打
と
考
え
ら
れ
る
同
じ
検
地
帳
と
本
書
を
照
合
し
て
み
る
と
t
.｢
ま
へ
｣
が
.｢
分
｣
と
混
合
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
.分
付
関
係

を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
分
付
記
載
は
'
石
田
三
成
に
よ
る
検
地
帳
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
こ
で
検
地
帳
の
分
析
結
果
を

示
す
と
表
3
と
な
る
｡
名
請
人
総
数

二
一
二
名
の
内
､
五
反
以
下
の
零
細
名
請
人
が
八
九
名
で
'
全
体
の
八
〇
%
に
も
及
ぶ
零
細
化
が
目

立
ち
､
さ
ら
に
'
屋
敷
持
は

1
0
名
で
'
総
数
の
約
九
%
で
非
常
に
少
な
い
｡
主
三
町
余
'
三
六
石
余
を
名
詩
し
て
い
る
村
内
最
高
の
高

持
で
あ
る

｢加
賀
｣
が
屋
敷
持
で
は
な
い
｡
恐
ら
く
特
権
的
な
農
民
で
絶
除
地
と
し
て
免
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
.-
こ
の
よ
う
な
事
例



(1
)
1

は
近
付
に
お
い
て
も
碇
認
で
き
る
｡
屋
敷
持

一
〇
名
の
内
'
武
士
的
名
前
を
有
す
る
も
の
は
七
名
で
大
多
数
に
及
ぶ
が
､
五
反
以
下
の
零

細
名
請
人
に
も
武
士
的
名
前
を
有
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
｡
山
口
村
の
西
隣
に
位
置
す
る
北
条
町

(中
町

･
新
町
)
の
寛
永

1
二
年
の
名

(12
)

寄
帳

によ
を
と
､
山
口
村
か
ら
の
入
作
者
も
み
ら
れ
'
寛
永
期
以
前
の
文
禄
期
段
階
で
は
'
い
ま
だ
村
切
り
が
明
確
に
行
な
わ
れ
て
い
な

表 ●3 検地帳分析表

郡 村 名 筑 波 郡 山 口

村年 代 文

禄 ′3 年翠

全 体 791数

内 屋 :敷 L 13皮別 .

全 体 3992畝25p

- 人 平 均 35.

19最 高 反 別 332.07

石高 .̀ 全 体

414石347一 人 平 均

3.700最 高 持 高 .

36.054 ㌔屋 凍 L 育 無 :計

お･名 3町以上γ
4町未満 .(lI (1). 川 1.72 0 -

3 // 川l ly -1 // I(3) 4(3) ､7(6卜 18.8請人 .一階眉 9反〃 -1 〟

8 :̂ ～9反''7 0 -8 // ･(1)

2 .こ2(1)2(1) 3(2

)2(1)6 〝 .-7 〟 ･(1) I(1).

5 0 ～6 // 6(41 8(4)

4 // ～5 /I .(1)- p7(3) 8(4)

,79.53 // ～4 // ー1)
6(2) -7(3)A一計 2 0

.′}3 // 1 9u 10(1

)1 ノ㌢ -2 ､〝 ･30

(7) 30(7)i 反 未 満 ,
.
34(4)34(41



表 4 分 付 閑 ′係 表

記 載 形 式
史
料
館
研
究
紀
要

第

一
〇
号

3

9

5

23

調

43

分付主としてのみ現われたもの

分付主にして主作地をもつもの

分付主 ･主作地 ･分付として現われたもの

主作地のみをもつもの

他人の分村にして主作地をもつもの

分付としてのみ現われたもの

六
四

い
こ
と
を
考
え
る
と
'
北
条
町
の
み
な
ら
ず
出
作
者
入
作
者
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

又
'
名
請
人
に
は
苗
字
を
肩
書
さ
れ
た
者
も
数
名
存
在
す
る
｡
彼
ら
は
'
元
和
期
以
降
か
ら

(13
)

の
記
述
が
あ
る
過
去
帳
に
も
現
わ
れ
な
い
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
下
級
給
人
で
半
農
半
士
的

な
者
が
名
詩
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

さ
て
'
山
口
村
の
検
地
帳
は
前
述
し
た
と
と
く

広
汎
な
分
付
記
載
が
特
徴
で
あ
る
｡
総

筆
数
七
九

一
筆
の
内
､
四
五
〇
筆
に
も
及
ぶ
｡
こ
の
分
付
記
載
を
検
地
帳
上
で
の
記
載
形
式

に
し
た
が
っ
て
分
類
す
る
と
表
4
と
な
る
｡
こ
れ
に
よ
り
'
分
付
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
は

七
七
名
で
全
体
の
六
八
･八
%
を
占
め
.る
が
'
こ
の
内
'
｢
分
付
主

･
主
作
地

･
分
付
と
し
て

現
わ
れ
た
も
の
｣
'
及
び
'
｢他
人
の
分
付
で
主
作
地
を
も
つ
む
の
｣
は
純
粋
な
分
付
農
民
で

は
な
-
'
純
粋
な
分
付
農
民
は
四
三
名
で
｣
全
体
の
三
八

･
四
%
を
占
め
る
｡
こ
の
四
三
名

の
者
が
い
か
な
る
階
層
の
者
で
あ
る
か
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
｡
こ

れ
に
よ
り
'
村
内
第
六
位
の
｢外
記
｣
を
筆
頭
に
'
村
内
第

一
〇
位
の

｢拾
衛
門
｣'
第

一
八

位
の
｢勘
解
由
｣'
こ
の
三
名
の
他
'
四
〇
名
の
す
べ
て
が
五
度
以
下
の
零
細
農
民
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
'
あ

ず
か

1
筆
し
か
名
請
さ
れ
て
い
な
い
者
が

1
九
名
に
も
及
ぶ
｡
し
た
が
っ
て

彼
ら
の
大
多
数
は
零
細
農
民
で
あ
り
'
階
層
表
に
示
さ
れ
た
ど
と
く
'
約
八
〇
%
に
も
及
ぶ

零
細
化
を
生
ぜ
し
め
た
と
言
え
よ
う
｡
さ
ら
に
彼
ら
の
分
附
主
'･
と
り
わ
け
上
位
三
名
の
分
附
主
の
内
訳
を
示
す
と
表
6
と
な
る
｡
村
内

最
高
の
高
持
で
あ
る

｢加
賀
｣
は
'
自
己
名
詩
地
を
は
る
か
に
上
回
る
四
町
五
反
五
畝
余
'
三
八
石
余
を
二
一
名
の
分
付
農
民
の
分
付
主

と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
分
付
関
係
表
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
は
'
分
付
主
-

分
付
百
姓
の
関
係
は
'
あ
る
特
定
の
分
付
主
か
ら
分
付



表
5
被
分
､付
者
内
訳
義

車
型
団
t !



B
(定
額
宙
拭
鎚
柵
昧
1
0
か

表
6
分
付
主
内
一
訳
衷
(上
位
三
名
)

分
付
主
分
付
地
分
付
良民
(畝
)
(石
)
筆
数
分
付
農
民
(畝)
(石)
筆
数
･
分
付
農
民

(臥)
(石)筆数

｢
加

賀
内
蔵
助
17
.20
1.4
4
1
4
大
学
34
.12
3
.7
13
6
拾
衛
門
19
.18
2
.296
T3

主
∴
水
4
1.00
5
.33
1
弥
1街
門
19
.0
6
1.656
8
図
.
.香
16
.16
1.650
･4

自
己
名
詩
地

主
.
斗
16
.0
6
1.7
9
1

4
四
郎
衛
門
28
.20
畠
.060
6
弥
左
一帯
門
3
1.10
3
.227
f2

332
畝
07

市
街
-門
17
.26
1.7
88
6
拾
左
衛
門
2
.2
0
.2
13
1
三
良
右
帝
門
2
6
.09
2
.636
･6

3
6石
054

四
良
兵
衛
2
5
.16
2
.7
70
7
弥
四
郎
16
.20
2
.00
9
3
孫
七
=-
良

l l.1
1.4
92
･1

4
3
筆

久
+
3
.18
0
.288
2
八
郎
田
郎
9
.14

1.124
2
往
∵
∴
満
6
.14
0
.429
二4

市
右
葡
門
4
.α
)
0
.4
1
源
二
良
6
.°0
4
0
.539
3
大
良
■土

良
7
.18
0
.128
:1

豊
後
豊
後
.
分

254
畝
22
.

24石
559
58
筆
15
名

雅
楽
助
89
.23
8
.7
69
lケ
内
-
蔵
助
墨

1
内
_
.
匠
5
4.20
5
.2
33

_15
白
■己
名
詩
地

主
.
斗
17
.08
1.0
36
5
大
腿

2
二
良
.兵
衛
10
;9台
I.089
2

皇79
畝
09

藤
三
p
良
16
.ケ
2
1.364
5
藤
左
衛
門

1
藤
由
良
14
.17
1.602
1

28石
185
5
1筆

ニ
良
日
長
13
.18
1.185
4
木

八
1
記
八
.
郎
2
.0
)
¢
.16
1

(尾
野
地
名
請
人
)

助
二
郎
I.7
8
1
0
.
128
1
彦

1
雅
楽
率
0
..20
0
.0
4
､1

源
兵
.1衛
源
兵
符
分
民
部
少
1
;
;
霊
r15
こ
3
23
0
.672
191
雅
楽

助
大
､
p
学

源
左
荷
門

縫
殿
助

源
二右
衛
門

与
三
石
衛
門

.彦
.兵
衛
童

1
外
記
1こ2 6
0
.
115
I.2

自
己
名
請
地
3
39
畝
26
内
蔵
助

1
拾
衛
,■門
18
.16
1.56
0
.28
′7

-
193
畝
0
6

34石
346
弥
術
門
0
.24
0
.048
1

l
l

勘
解
由
56
.29

.15



さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
､
枚
数
の
分
付
主
か
ら
分
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
､
い
わ
ゆ
る
散
り
か
か
り
貯
な
降
臨
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
土
地
そ
の
も
の
に
対
す
る
櫨
雑
な
権
利
関
係
そ
の
も
の
を
検
地
帳
上
に
お
い
て
と
っ
た
表
現
形
態
で
あ
る
と
言
え
よ

う
｡
し
か
る
に
'
名
主
-
作
人
-
下
作
人
と
い
う
身
分
的
な
上
下
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡
た
だ
特
定
の
分
付
主
か
ら

分
付
さ
れ
て
い
る
者
に
限
り
'
身
分
的
な
上
下
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
｡

以
上
が
佐
竹
氏
の
手
ーこ､
よ
る
検
地
で
あ
る
が
'
当
村
に
お
け
る
広
汎
な
分
付
記
載
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
検
地
は
'
記
載
形
式
'
又
'
太

閤
換
地

1
般
に
展
開
さ
れ
た
小
良
民
自
立
政
策
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
'
豊
臣
直
臣
団
に
お
け
る
換
地
政
菜
基
調
を
踏
袈
し
て

い
る
が
'
こ
と
分
付
記
載
に
関
し
て
は
'
佐
竹
氏
独
自
町
検
地
政
策
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
.
こ
れ
は
'
有
田
三
成
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
那
珂
川

･
久
慈
川
流
域
と
の
在
地
位
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
｡
両
川
流
域
は
'
佐
竹
氏
の
本
領
と
し
て
早
く

か
ら
手
中
に
把
捉
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
当
村
と
の
小
良
民
の
自
立
度
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
'･言
い
か
え
る
な

ら
'
小
農
民
の
自
立
度
の
低
い
当
村
に
お
け
る
換
地
は
'
広
汎
な
分
付
記
載
を
も
っ
て
小
良
民
自
立
化
の
貫
徹
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

矧

分
類
仏
日
徳
川
検
地

川

大
久
保
十
兵
衛

(長
安
)
検
地

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
'
信
太
郡
小
松
村
と
同
郡
烏
山
村
の
場
合
で
あ
る
｡

小
松
村
は
'
土
浦
の
南
に
位
置
す
渇
村
高
四
〇
〇
石
の
村
で
あ
る
｡
ま
ず
検
地
帳
の
記
載
形
式
と
表
題
を
示
す
｡

ふ
き
あ
け

下

畠

廿
歩

弐
升

与
三
右
衛
門
分
作

冗下
畠

四
畝
八
歩

一
斗
弐
升
八
台

外
記
分
作

同下
畠

五
畝
歩

一
斗
五
升

同
人
分
作

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)
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)

民
統
制
を
も
強
化
す
る
と
い
う
知
行
付
百
姓
の
設

定
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
｡
と
し
た
な
ら
彼
ら
は
綾
川
氏
の
下
級
給
人
で
あ

る
こ
と
に
な
り
'
そ
の
検
地
方
法
に
お
い
て
は
'
穂
川
氏
独
自
な
打
出
し
を
行
な
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

表 7 検 地 帳 分 析 表

那 .村 名 信 太 郡 ノ卜 松

村年 : 代 文 . 凝

4- 年翠 ･仝 体

1 846数

内 屋 敷 . ､20反別

,全 体 6075畝28

一 人 平 均 148.,

05最 高 反 別 807

.26石 ,全 . 体
387石54一 人 平 均
9.452向 ･

最 高 持 高 ㌧ 47.022屋 敷 育 無 計 %牢

請人階 8町以上-9町未満 (lI tl) l1) 31.77 〝..-8 〝6 /I

.～7 ''5 〃､～6 〝4 ′ 〝 .-5 〝 (1I(1) (1)川

3 0 -4 r/I 3(2) 4(3)

2 〝 .-3 〝 4(3) 2 6(3)1 〟 .-2 〝 1̀1 2 3 2

4.49反〝 .-1 〃8 0 -9反//7 0

～8 lv6 // ～7 0 11 1lp1層衣 5.// ～

6 0 , 1 3(1卜 4

(ll4.0 -5 〝3p// ～

4 //2 // -3 // 22 13

I5 43.91°〝

.-2 ノグ 2 21 反 未 満 8t2)

10(2)計 17(8卜24(4141(均

屋敷



史
料
館
研
究
紀
要

算
】
〇
号

七
〇

以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
み
る
と
'
徳
川
検
地
の
政
克
基
調
は
'
小
農
民
の
自
立
化
を
強
力
に
推
進
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
く
'
中
世

的
名
主
'
土
豪
層
ぷ
中
心
と
な
っ
て
名
詩
さ
れ
た
も
の
で
'
そ
れ
は
'
中
世
的
権
利
関
係
の
容
認
と
い
う
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
｡
･さ

ら
に
検
討
す
る
な
ら
'
屋
敷
持
名
請
人
が
全
体
の
四

一
･
五
%
の
高
率
を
示
す
こ
と
は
'
彼
ら
は
当
然
夫
役
負
担
者
と
し
て
把
握
さ
れ
た

者
で
あ
ろ
う
L
t
こ

の
夫
役
負
担
者
を
小
農
民

1
般
に
賦
課
す
る
LJ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
≠
こ
の
夫
役
負
担
者
の

把
握
を
意
図
し
た
当
村
の
検
地
は
'
広
汎
な
小
農
民
自
立
化
の
方
向
と
は
逆
に
'
阻
止
的
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
り
'
故
に
'
中
世
的
権

利
関
係
の
容
認
と
い
う
結
果
で
し
か
現
わ
れ
得
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
｡
換
地
の
政
策
基
調
が
そ
の
対
象
地
で
あ
る
と
こ
ろ
の
在
地
に
貫

徹
す
る
度
合
と
い
う
も
の
は
'
言
う
ま
で
も
な
く
在
地
の
生
産
力
'
及
び
諸
勢
力
と
の
対
抗
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
'

そ
れ
が
'
後
進
地
帯
=

関
東

･
東
北
､
と
り
わ
け
常
陸
国
に
お
け
る
場
合
'
検
地
施
行
者
が
'
彼
ら
の
抵
抗
を
受
け
て
'
妥
協
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡
さ
ら
に
'
徳
川
氏
の
場
合
'
天
正

一
八
年
関
東
人
封
以
来
'
新
領
土
の
掌
握
に
専
念
し

て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
､
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
'
ま
さ
に
新
領
土
の
現
実
に
よ
り
適
応
し
た
政
弟
基
調
を
展
開
し
た
も
の
で
'

そ
の
1
端
を
当
村
の
検
地
に
当
て
は
め
る
の
も
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
か
ろ
う
?

次
に
'
も
う

一
ケ
村
烏
山
村
の
場
合
を
枚
討
し
て
み
よ
う
｡
当
村
に
お
け
る
現
存
す
る
検
地
帳
は
仝
六
冊
で
あ
る
が
'
表
欠
'
破
損
の

l

L-

た
め
判
読
不
可
能
な
部
分
も
若
干
あ
る
た
め
'
集
計
は
判
読
可
能
な
限
り
打
お
い
て
行
な
う
た
｡
ま
ず
表
題
と
記
載
形
式
を
不
そ
う
｡

畠
帳

文
禄
農

大
久
保
十
兵
衛
緒

常
州
信
太
庄
烏
山
村
御
縄
打
水
帳

三
月
廿
言

か

緊

軸

組

六
冊
内
界
一



宮
内上畑

弐
畝
廿
八
歩

弐
斗
三
升
弐
合

勘
解
由
分
作

上
畑

六
畝
弐
十
歩

四
斗
八
升
七
合

同
人
分
作

上
畑

弐
畝
廿
八
歩

弐
斗
五
升
弐
合

文
二
郎
分
作

前
述
の
小
松
村
検
地
帳
と
全
-
同

一
記
載
形
式
を
と
っ
て
い
る
｡
又
'
名
詩
人
名
の
下
に

｢分
主
作
｣'
｢
分
｣
が
付
け
ら
れ
'
屋
敷
帳

に
も

｢居
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
分
付
記
載
は
全
く
な
い
｡
田
畑
の
割
合
は
若
干
の
畑
勝
地
で
'
下
田
'
下
畑
が
仝
耕
地
の
六

割
を
占
め
'
さ
ら
に
'
｢
不
作
｣
'
｢永
不
作
｣
が
六
町
四
反
余
打
出
さ
れ
'
苛
酷
な
打
出
で
あ
る
と
と
も
に
'
生
産
力
が
低
位
で
あ
る
一

端
を
窺
い
得
る
も
の
で
あ
る
｡
検
地
帳
の
分
析
表
を
示
す
と
'
表
8
と
な
る
｡
名
請
人
総
数
七
二
名
の
う
ち
'
五
反
以
下
の
零
細
良
民
が

約
六
〇
層
を
占
め
'
上
層
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
比
率
が
低
-
な
る
と
い
う
'

仙･
脚
の
分
類
と
し
て
換
討
し
た
階
層
表
に
類
似
し

た
も
の
で
あ
る
｡
前
述
の
小
松
村
と
比
較
し
て
み
る
と
'
換
地
打
出
高
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
t
か
つ
同

一
の
検
地
奉
行
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
'
両
階
層
表
を
換
討
し
て
み
る
と
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
よ
う
｡
小
松
村
の
場
合
'
二
町
以
上
が
1
三
名
'
そ
の
う
ち
最
高

反
別
所
有
者
は
八
町
余
で
か
な
り
の
ひ
ら
き
が
認
め
ら
れ
る
が
'
当
村
で
は
二
町
以
上

〓
二
名
は
同
じ
で
あ
る
が
'
最
高
反
別
所
有
者
が

三
町
七
反
余
で
'
ひ
ら
き
が
な
い
｡
又
'
五
反
以
上

～
二
町
未
満
の
階
層
は
'
小
松
村

1
0
名
'
当
村

1
六
名
'
さ
ら
に
'
五
反
以
下
は

小
松
村

一
八
名
'
当
村
四
三
名
で
圧
倒
的
に
多
く
'
両
者
の
差
違
は
こ
の
階
層
に
負
う
も
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
当
村
に
お
け
る
徳
川

検
地
は
零
細
農
民
で
あ
れ
'
自
立
小
良
民
と
し
て
名
詩
し
よ
う
と
し
た
結
屈
で
あ
り
'
示
松
村
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
故
地
政
策
基
調
と

同
じ
も
の
と
は
言
い
か
た
い
.
以
上
換
討
し
た
よ
う
に
'
徳
川
氏
の
検
地
政
詫
基
調
は
'
在
地
の
現
実
に
適
応
し
た
基
調
を
も
っ
て
展
開

さ
れ
'
豊
臣
直
臣
田
の
そ
れ
と
は
対
児
的
で
あ
る
｡

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)



表 8 検 地 帳 分 析 表

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
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辺
十
右
衛
門
等
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
沖
宿
村
の
場
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡
沖
宿
村
は
､
､霞
ケ
浦
に
面
し
た
低
地
の
村
で
､
度
々
氾
濫
に

よ
る
被
害
を
受
け
て
い
た
｡
仝
耕
地
の
七
五
%
が
下
田

･
下
畑
で
占
め
ら
れ
'
当
該
検
地
帳
の

｢不
作
｣
'
｢
午
不
作
｣

(文
禄
三
年
)
.と

い
う
記
載
を
拾
い
上
げ
る
と
'
四
五
町
八
反
余
で
全
体
の
二
八
%
を
も
占
め
る
劣
悪
地
で
あ
る
｡
現
存
す
る
検
地
帳
は
八
冊

(
写
)
で
'

そ
の
内
､
新
開
帳
と
屋
敷
帳
が

1
冊
づ
つ
で
あ
る
｡
検
地
帳
の
表
題
と
記
載
形
式
を
示
す
と
'

文
禄
四
乙
未
年

常
陸
国
新
治
郡
沖
宿
郷

御
緒
打
水
帳

三
月
九
日

八
冊
之
内

i享

伊兵玄

賀座蕃

地
境上
田

壱
反
三
畝
拾
七
歩

縫
殿
助

同上
田

壱
反
弐
畝
弐
拾
歩

甚
五
良

同上
田

･
壱
反
四
畝
歩

主

計

と
な
り
'

一
筆
ご
と
の
分
米
の
記
載
も
な
-
簡
素
な
形
式
で
'
分
付
記
載
も
な
い
｡
検
地
帳
の
分
析
結
果
を
不
す
と
表
9
と
な
る
｡
名

請
人
総
数
九
〇
名
の
内
'
五
反
以
下
と
二
町
以
上
の
階
層
が
共
に
三
九
名
で
'
四
三

･
三
%
を
占
め
､
五
反
以
上
-
二
町
未
満
の
階
層
が

少
な
い
｡
そ
し
て
屋
敷
持
名
請
人
が
全
体
の
半
数
以
上
の
六
三

･
三
%
を
占
め
る
｡
こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
は
'
大
久
保
十
兵
緒
換
地
が

行
な
わ
れ
た
小
松
村
と
同
様
で
あ
り
'
徒
川
氏
独
自
の
換
地
政
朱
基
調
で
臨
ん
だ
も
の
と
言
え
ヰ
っ
｡

最
後
に
'
青
木
勘
右
衛
門
尉
等
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
田
中
'
玉
取
の
両
村
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡
両
村
は
'
こ
の
グ
ル

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
換
地
の
実
態

(山
田
)

七
三



表 9 枚 :地 蝦 分 析 表

史
料
館
研
究
紀
要

第

-
0
号

郡 村 負 新 治 郡 沖 宿

村年 代 二.文 ㌻禄

14 年∴筆数 重 体内 屋 敷 I5

19二■63ヰ別 金 , 体
16488畝11- 人 ,.平

均 pL183.09最 了高 .反 別 7̀82.25

屋 敷 有 顔 二計 % .負 7町以上～
8町未満 3. 2(lI

.3 43.3.6 // ～71/V 1 15 〝 ～6 〃4 // ～5 0

3 // ～4 // 3(2)22ud) 3(2)24叫請

:A.階層二義 2 0 -3 〃 7(3) 1ノ 8(3°)1 // -2 //9反 0 -1

08 // ～9反 // 21 2(1ト13 -i(1)1 13.47 // ～8 //6 Jr ～7 05 // ～G O 3 4

3 _4 // ～5 .//3 // ～

4 0 1 2(1)(3) 2(ll1 43.32 // -3 o 3(lI

6(4)1 0-2 // 7 ll(2) .18(2)

1 反 未 満 4(1) 8(1卜

12(2)､計 5787

) 33(9) 9岬屋敷地名請人%63.3
I

<備考>午不作･不作4579畝25
閑1153畝27を含む

Xi()は武士的名前を有するもの

ー
プ
が
ま
ず
最
初
に
故
地
を
打
出
し
た
村
で
あ
る
｡
田
中
村
は
'
中
世
に
お
い
て
は
田
中
庄
三
三
郷
の
t
.そ
し
て
玉
取
村
は
方
穂
庄
で
'.,



ま
ず
田
中
村
は
村
高

一
〇
七
〇
石
余
の
大
き
な
村
で
'
現
存
す
る
検
地
帳
は
全
九
冊
の
内
'
六
冊
だ
け
で
､
破
損
が
甚
だ
し
く
'
屋
敷
帳

も
欠
い
て
い
る
｡
こ
の
文
禄
三
年
検
地
の
後
'
元
和
六
年
に
も
検
地
が
行
な
わ
れ
'
総
反
別

一
三
九
町
八
反
余
'
内
屋
敷
地
が
三
町

一
反

五
畝
余
が
打
出
さ
れ
て
い
る
｡
文
禄
三
年
の
現
存
六
冊
分
の
集
計
で
は
総
反
別

1
〇
七
町
余
で
'
元
和
六
年
と
の
差
は
三
〇
町
余

と
な

り
'
し
た
が
っ
て
'
約
七
〇
%
余
の
集
計
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
表
欠
の
た
め
'
記
載
形
式
だ
け
を
示
そ
う
｡

河
は
た

菊
地

下
畠

壱
町
壱
反
歩

四
石
田
斗

兵

庫

大
里

下
畠

壱
畝
拾
八
歩

下
田

壱
畝
拾
八
歩

壱
斗
四
合

将

監

ま
つ
い

壱
斗
弐
升
八
令

_

弥
八
良

郡 村 : L名 ･新治郡田中村

ヰ こ∴ 代 女 ､禄

3 年車 ,ー数

1602反 別 ,合一L 計 10

700畝05石 高 合`̀~計 1

068石9238名 8町以上～9町未満
1､ (形)2.57 // Jp～8 0

6 0 クー7L //

5 Jグ ー.一}6: //

請 .人 ■ 4 /J T一5;0

3 0 (一4: /

/ -(1).2 0 一一3

0 (3卜.1 ノダ ､-2

〝 2畠姻 1 31.3

9反 0 -1■ /I 6(

4)L.階 8 //-ん9反 ;
/ 4■7 0 十8 0 7

(4)-6 0 .r～7 /! 7

(6)′屑 5 /J 'L【一6

0 9(ら)4 //

～5 // 9(6) 66.2義 3 0 =～41 // 14(3)20-3
022(7)

1//′-2
o43叫

,
1反■未.
演21由

計..195(90)

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
故
地
の
実
態

(山
田
)

竪
桟
の
間
数
の
記

載
が

な
い
だ
け
で
'
太
閤
検
地

一
般
の
記
載
形
式
を
と
っ

て
い
る
が
'
仝
撃
の
凡
そ

七
割
に
'

｢大
里
｣'
｢菊

地
｣
.等
の
有
畜
が
記
さ



表 11 肩 書 集 計 表

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
〇
号



な
者
が

一
二
名
存
在
す
る
｡
彼
ら
は
大
里
家
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
隷
属
的
な
作
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
'
彼
ら
を
同
番
を
付
け
な
が
ら

も
帳
付
け
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
｡

次
に
'
屋
敷
持
名
請
人
の
検
討
を
す
る
と
'
前
述
し
た
よ
う
に
屋
敷
帳
は
現
存
し
て
い
な
い
が
'
安
政
元
年

1
二
月
の
写
で
'

｢文
禄

(16
)

四
年
常
州
新
治
郡
田
中
村
地
持
家
数
改
托
｣
と
い
う
史
料
が
あ
る
｡
こ
の
奥
書
に
は
'

右
文
禄
年
中
之
改
細
年
数
相
立
切
損
し
侯
二
付
安
政
度
田
畑
改
之
節
引
合
改
印
取
侯
得
共
元
和
度
江
者
引
合
不
申
用
立
寄
二
者
有
之

侯
古
来
の
百
姓
相
分
り
侯
定
二
侯
子
々
孫
々
追
粉
失
無
之
様
可
致
侯

と
あ
り
'
安
政
二
年
に
名
各
帳
を
作
成
す
る
た
め
文
禄
年
間
の
帳
簿
に
引
合
わ
せ
て
確
認
し
た
ら
し
い
｡
こ
の
史
料
を
整
理
し
表
記
し

た
の
が
表
12
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
る
と
総
反
別

二
二
七
町
八
反

一
畝
余
で
'
こ
れ
は
元
和
六
年
の
検
地
帳
の
総
反
別

一
三
九
町
八
反
余
と
大
差
は
な
い
｡
し
た

が
っ
て
田
中
村
の
総
反
別
を
示
す
も
の
で
'
し
か
も
登
録
人
の
ほ
と
ん
ど
が
武
士
的
名
前
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
は
'
田
中
村
全
耕
地
が
わ
ず
か
三
八
名
の
者
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
'
検
地
帳
の
分
析
表
に
示
さ
れ
て
い
る
'
仝
耕

地
の
七
〇
%
余
が
名
請
人
総
数

一
九
五
名
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
結
果
と
比
較
し
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
よ
う
｡
こ
の
相
違
は
両

史
料
の
性
格
を
十
分
吟
味
し
て
み
な
け
れ
ば
正
確
さ
を
欠
く
こ
と
は
否
め
な
い
｡
し
か
し
そ
こ
か
ら
文
禄
期
段
階
の
良
民
経
営
の
実
質
的

な

1
端
を
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

｢地
持
家
数
改
｣
に
登
録
さ
れ
た
有
力
農
民
は
'
屋
敷
持
で
夫
役
負
担
者
層
で
あ
り
'
彼
ら

の
経
営
の
主
体
は
'
検
地
帳
に
名
話
さ
れ
た
零
細
良
民
を
従
え
た
'
い
わ
ば
家
父
長
的
経
営
形
態
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡
.当
村
に
お
け

る
検
地
施
行
者
の
意
図
は
'
右
の
よ
う
な
家
父
長
的
経
営
形
億
の
解
体
を
意
図
し
た
も
の
で
'
小
段
民
自
立
政
策
の
貫
徹
を
図
っ
た
も
の

常
倭
国
に
お
け
る
太
周
検
地
の
実
態

(山
田
)

七
七



表 12 文 禄 4年 地 持 家 数 故 知

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
〇
号

(敬) (

敬)大 里 和 泉 886.09 .野村美濃 .木隅 ,. 1
578.24丹 波 ･708.20 長 p田 t駿

河 1059.00丹 ■後 :391.20 大 .塚

圭 税 813.00一但 馬 312.20

風 早 丹 ー̀後 -. 705.00.土 佐 :298.25 遠 藤 大 ∴隅 649.05

也-羽 241.15 定 使 . 450.18

豊 前 164.15 小野村 ～ 重 4

06.21尾 張 162.05 梶 近.江 345.

00㌧源兵衛 30.00 入一江_.弥十郎

341.(X)計 . 早-負 3196.09 掘 畑
弥左衛門 314.28広 .蘇 弥八

良飯 岡 新 庄 ･18020杉 山

外記助 L287.23 180.00豊 前

∴268.18 中一山 将 盟 156.06.対 馬

ー169.08 川 田 主 斗 ∫ 135.12計 .､ 3 名 -725.19 纏 年 人 . .120.02

菊 地 但 馬 551.15 道場 (法伝寺)岡 本 雅楽助 99.0070.0
0大 隅 213.06 袖 振 大炊助 .40

.00計 云 名 764.21 石 田 彦四良

一‥ 35.07な う け p20.

12-井 上 豊 後玄′番 403.00311.03

総計.99名

計2 名714.03

稲葉民部;
雅楽助

374.00

316. 07

総反別13781.24計 2名690.07

七
八
で
あ
る
｡

次
に
玉
取
村
の
場
合
を

検
討
し
て
み
よ
う
｡
現
在

す
る
検
地
帳
は
全
七
冊
で

あ
る
が
､
若
干
破
損
も
あ

･り
'
集
計
は
判
読
可
能
な

限
り
に
お
い
て
行
な

っ

た
｡
.記
載
形
式
は
'
表
題

に
は

｢常
陸
国
新
治
郡
玉

(マ
マ)

(17
)

執

村
御

縄
打
水
帳

｣
.

と
あ

り
'
他
は
田
中
村



盛
は

1
定
し
て
い
な
-
､
上
凪
が

二
二
～
八
で
､
中
畑
六
'
下
畑
三
と
い
う
よ
う
に
､
こ
の
地
域

1
股
よ
り
二
つ
労
り
に
盛

ら

れ

て
い

る
｡
検
地
帳
の
分
析
結
果
を
示
す
と
表
13
と
な
る
｡
名
請
人
総
数
二
〇
一
名
の
内
'
五
反
以
下
の
零
細
な
者
が

こ
こ
二
名
の
六
六
%
を
占

表 13 故 地 帳 分 析 表

郡 村 名 新 治 郡 玉 取

村年 代 文

禄 3 年箪 ー仝 p p体 一 -1590 .

数 内 屋 敷 44反 一別 全 体 .'- 人 平 均 L最 高 反 別 1516

2畝12■6

4.281002.18

石高 p全 体 9
20石305一 人 平 均

3.990最 ､高 持 高

73.248屋 敷 育 蘇 計 浴名請人 10 町 以 上9町以上.- 10町未

満8 0 - 9 // (ll(1)

(1)(1卜 10.87 0 - 8 0 2tlI 2(lI6 '! ｢ 7 '!

5 // ～ 6 //4 /y ～ ■5 (/ ･2

(1)3(1) 2(li3(1)3 ノ

γ ..- 4 〝 2(ll 2(1)2 0 T 3 // 7(21 ■4(1) ll(3)

l u.⊥ 2 0 6(2)

16(4) 22(6) 24.1
階. 9反// ～ l J5r p ト 2

38 〝 .- 9反〝 1 .4 5

層表 ･7 〝 - 8 ノ㌢ 1 3 46 ノγ

.､. 7 〝 1 4(2) 5(

2)5 ''y ～ 6 '' 10(2)

10(2)4 // ～ 5 (/ 3 10(1)

13(lI 65.13 // ～ 4 // : 2ー 13 152 ノ㌢ - 3 〝 1 17(3) 18(3)

1 // - 2 A! p 1 2 ■32(4)34(41

1反̀未満3



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
〇
号

八
〇

め
'
又
'
屋
敷
持
名
請
人
も
各
階
層
の
総
数
に
対
す
る
比
率
は
上
層
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
が
'
名
請
人
総
数
に
対
し
て
極
め

て
低
い
｡
.さ
ら
に
'
武
士
的
名
前
を
有
す
る
者
二
七
名
の
内
'
屋
敷
持
が

一
〇
名
で
､
そ
の
す
べ
て
が

一
町
以
上
の
高
持

層

で
あ

る
｡

(18
)

又
'
五
反
以
下
の
零
細
農
民
の
な
か
に
も
武
士
的
名
前
が
み
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
'
村
切
り
が
確
定
し
て
い
な
い
時
期
で
も
あ

り
､
隣
村
蓮
沼
村
か
ら
の
入
作
者
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
分
付
関
係
を
検
討
し
て
み
る
と
'
広
汎
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
'

分
付
主
は

｢豊
前
｣､
｢豊
後
｣､
｢若
狭
｣'
十
隼
人
｣
の
四
名
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
被
分
付
者
は
四
名
'
二
名
'
二
名
'

一
名
で
'
彼
ら
は
す

べ
て
.1
筆
か
二
筆
の
名
請
地
し
か
持
た
な
い
者
で
あ
る
.
又
'

｢
一
の
矢
分
｣
.と
い
う
肩
書
記
載
が
四
三
二
筆
'
反
別
に
し
て
三

1
町
六

反

一
畝
余
が
名
詩
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'

一
の
矢
天
王
社
周
辺
の
集
落

(
一
の
矢
坪
)
で
'
玉
取
本
村
よ
り
西
側
集
落
に
当
た
る
も
の

で
あ
る
｡
そ
の
名
請
人
は
'
三
町
二
反
九
畝
余
を
名
詩
す
る

｢出
雲
｣
を
筆
頭
に
三
九
名
で
'
ほ
と
ん
ど
が
数
筆
し
か
名
話
さ
れ
て
い
な

い
零
細
農
民
で
あ
る
｡
玉
取
村
の
鎮
守
は
正
八
幡
宮

(別
当
観
音
寺
)
で
あ
る
が
'

1
の
矢
天
王
社
に
は
宮
守
を
つ
け
ら
れ
､

1
の
矢
坪

独
自
の
祭
裾
を
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
.
当
該
検
地
帳
で

｢
一
の
矢
分
｣
と
し
て
明
記
し
た
こ
七
は
'
本
村
の
蘭
守
よ
り
重
視
さ
れ

(19
)

(

た
こ
と
に
な
ろ

う

｡

さ
て
'
こ
れ
ま
で
検
討
レ
た
田
中

･
玉
取
両
村
は
'
戦
国
期
の
小
田
氏
治
世
の
時
代
か
･.L
飴
を
構
え
七
土
豪
層
の
拠
点
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
'
又
'
地
理
的
条
件
か
ら
も

一
は
や
く
検
地
を
受
れ
た
｡
そ
の
検
地
政
策
基
調
は
'
中
世
的
権
利
関
係
を
否
定
L
t
自
立

小
農
民
の
把
握
を
強
力
に
推
進
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
｡

日

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
意
義

-

む
す
び
に
か
え
て
I

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
'
と
り
わ
け
佐
竹
領
の
検
地
は
'
翌
文
禄
四
年
の
知
行
割
の
朱
印
状
の
歴
史
的
な
前
鐘
と
な
る
も
の
で
'
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望
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(a
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別
封
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等

(C)日
蝕
詣
>
荘
弊

(d

)日
田
浄
芯
地
℡･･比和
>

(e
)
-

5
河
BJ

T
肋
謎
>
浮

佐
竹
氏
の
領
国
統

一
が
名
実
共
に
実
現
さ
れ
た
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
｡
又
'
天
正

一
八
年
の
秀
吉
か
ら
の
朱
印
状
で
は
貰
文

制
が
と
ら
れ
て
い
た
が
'
こ
の
太
閤
検
地
以
来
'
石
高
制

へ
と
移
行
し
'
中
世
的
荘

･
郷
を
廃
し
'
近
世
村
落
へ
の
移
行
の
節

1
歩
を
築

い
た
意
義
は
'
た
だ
佐
竹
領
の
換
地
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
-
'
徳
川
換
地
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
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八
二

1
0
%
に
も
満
た
ず
'
五
反
以
下
の
零
細
農
民

(
a
一C
)
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
.
こ
の
よ
う
な
政
克
基
調
は
'
太
閤
検
地

1
般
に
み

ら
れ
る
小
農
民
自
立
政
策
=

｢作
あ
い
｣
否
定
の
論
理
を
貫
徹
せ
し
め
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
.
既
に
多
く
の
諸
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
ご
と
-
'

｢作
あ
い
｣
否
定
の
法
令
は
'
年
代
'
発
布
者
'
地
域
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
統

一
さ
れ
た
基
調
で
発
布
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
｡
又
'
山
口
村
の
場
合
で
広
汎
に
み
ら
れ
た
分
付
記
載
は
'
基
本
的
に
は
隷
属
的
小
農
民
の
詩
作
関
係
を
'

さ
ら
に
は
土
地
そ
の
も
の
の
複
雑
な
権
利
関
係
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
'
同
時
に
隷
属
的
小
農
民
に
対
し
て
分
付
記
載
に
よ
っ
て
自
立
小

農
民
=

年
貢
負
担
者
と
し
て
の
公
的
地
位
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

1
万
'
分
類
州
と
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
の
徳
川
検
地
の
場
合
は
､

1
貫
し
た
政
策
基
調
は
み
ら
れ
な
い
｡
小
松

･
沖
宿
村
の
場
合
の

特
徴
は
'

一
人
平
均
反
別

(A
c
)
と
'

一
人
平
均
石
高

(
旦
C
)
が
極
端
に
多
い
こ
と
で
あ
り
'
そ
れ
は
名
請
人
総
数
が
少
な
い
こ

と

に
負
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
屋
敷
持
名
請
人

(d
Eu
)
が
半
数
前
後
と
多
-
'
分
付
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
.
初
期

(天
正

･
文

禄
期
)
の
徳
川
換
地
に
つ
い
て
'
検
地
帳
の
名
請
人
は
直
接
生
産
者
で
な
く
'
年
貢
負
担
者
で
あ
り
'
ナ後
進
地
関
東
で
は
中
世
小
名
主

･

(20
)

土
豪
層
が
中
心
と
な
っ
て
多
く
名
詩
さ
れ
て
い
る
.
I)
言
わ
れ
る
の
も
不
当
で
は
な
い
｡
こ
の
点
か
ら
も
'
前
述
し
た
が
'
小
農
民
自
立

政
策
の
貫
徹
は
不
徹
底
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'

1
万
で
は
､
不
断
の
戦
争
に
備
え
て
軍
役
の
確
保
が
年
貢
増
徴

策
と
同
じ
比
重
で
封
建
領
主
層
の
最
も
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
.は
'
そ
の
最
も
有
力
な
給
源
を
な
す
中
世
的
名
主
'
土

豪
層
に
権
力
の
基
盤
を
お
こ
う
と
し
た
こ
と
は
当
然
と
も
言
え
よ
う
｡
こ
の
こ
と
が
妥
当
し
な
い
田
中

･
玉
取
両
村
の
よ
う
に
強
行
に
小

農
民
の
自
立
化
を
目
指
し
た
こ
と
は
'
そ
の
地
域
性
と
'
さ
ら
に
は
放
線
的
結
合
が
か
な
り
強
-
'
家
父
長
的
な
経
営
形
態
が
根
強
-
存

在
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
｡
以
上
の
よ
う
な
徳
川
検
地
の
特
徴
は
､
関
東
人
封
以
来
の
経
過
か
ら
推
し
て
も
'
ま
さ
に

新
領
土
で
あ
る
関
東
農
村
の
在
地
性
に
適
応
し
た
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
な
り
'
豊
臣
氏
の
政
克
基
調
と
は
対
照
的
で
あ
る
.



註(-
)

三
鬼
清

一
郎

｢太
閤
検
地
論
争
は
何
を
迫
し
た
か
｣
(r歴
史
学
研

究
し
四
二
二
号
)

(
2
)

太
閤
検
地
に
関
す
る
論
考
t
r水
戸
市
史
｣
(上
巻
)
'
宮
川
満
r太

閤
検
地
論
J
(
Ⅱ
)'
近
世
村
落
成
立
期
に
関
す
る
論
考
'
永
原
座
二

･
長
倉
保

｢後
進

-
自
給
的
良
菜
地
帯
に
お
け
る
村
方
地
主
制
の
展

開
｣
(｢史
学
雑
誌
｣
六
四
-

-
･
二
)'
鳥
塚
恵
和
男

｢江
戸
時
代

関
東

1
農
村
に
お
け
る
農
業
経
営
塾
態
の
変
遷
｣
(r農
業
経
済
研
究
し

二
四
-
二
)
'
小
室
昭

｢笠
間
藩
に
お
け
る
村
落
構
成
の
一
型
態
｣

(r
歴
史
教
育
し
六
-

1
)'
斉
藤
茂

｢近
世
村
落
の
成
立
と
展
開
-

土
浦
薄
儀
常
陸
国

太
田
村
に
つ
い
て
-
｣
(｢地
方
史
研
究
J

一
〇
七

号
)

(
3
)

拙
稿

｢常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
施
行
過
程
｣
(｢立
正
史

学
し
四
三
号
)
に
詳
細
を
ゆ
す
り
本
稿
で
は
そ
の
概
略
を
示
す
に
と

ど
め
た
｡

(
4
)

｢
右
同
｣
に
掲
載
し
た
も
の
と
重
竣
す
る
が
'
新
た
に
新
治
郡
中

根
村
を
加
え
'
検
地
帳
の
残
存
状
況
を
明
示
し
た
｡

(
5
)

速
水
佐
志
子

｢太
閤
検
地
の
実
施
過
程
｣
(r地
方
史
研
究
J
六
五

号
)
の
分
析
視
角
に
よ
っ
た
｡

(
6
)

堀
江
俊
次

･
川
名
登

｢下
総
に
お
け
る
近
世
初
期
枝
川
換
地
に
つ

い
て
｣
(r史
学
雑
誌
)
二
八
-
≡
)

(
7

)

｢土
浦
城
主
井
役
人
方
之
覚
｣
(

新
治
郡
上
墳
村
'
酒
井
泉
宏
文

書
)

常
陸
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
態

(山
田
)

(
8
)

(
9
)

(
10)
(
11)

同
村
検
地
晩
の
分
析
は
t

r水
戸
市
史
Jr
(上
盤
)
に
よ
っ
た
d

r茨
城
県
史
料
Jl
(近
世
地
誌
編
)
所
収

r近
世
地
方
経
済
史
料
J

(第
八
幾
)
所
収

｢常
陸
国
新
治
郡
沢
辺
村
古
新
記
録
｣

(同
村
'
御
田
寺
義
患
家

文
書
)
に
よ
る
と
'

｢沢
辺
村
長
百
姓
七
人
銃
之
覚
｣
と
し
て
'
｢沢

辺
材
七
人
統
之
百
姓
往
古
A
御
除
地
所
持
有
之
｣
'
｢文
禄
二
年

(
三

の
誤
カ
)
御
純
改
之
街
七
人
之
内
御
除
地
小
前
江
渡
し
匿
侯
者
有
之

侯
こ
付
御
掛
嶋
田
藤

】
郎
桜
丘
崇
御
沓
メ
｣
っ
た
た
め
に
'

｢御
取

上
御
縄
地
二
相
成
候
事
｣
と
い
う
記
述
が
あ
る
｡

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
文
雷

山
口
村
'
暗
水
昭
家
所
成
文
窃

北
島
正
元
t

r江
戸
井
府
の
権
力
構
造
｣
で
は
'
上
総
国
周
准
郡

前
在
郷
検
地
帳
に
現
わ
れ
た
分
付
主
は
す
べ
て
徳
川
氏
の
家
臣
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
掘
江
･
川
名
報
告

(託
(
6
))
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

｢新
編
常
陸
国
誌
｣

(幾
四
)

同
村
'
大
里
正
夫
宏
文
雷

記
載
形
式
で
い
く
つ
か
例
串
し
た
よ
う
に
'
管
見
の
限
り
'
綾
川

検
地
の
換
地
帳
表
題
は
'
す
べ
て

｢細
粒
打
水
帳
｣
で
あ
っ
て

｢御

換
地
蝦
｣
で
は
な
い
｡

同
村
の
寛
永
八
年
の
検
地
帳

(同
村
'
佐
藤
茂
家
文
書
)
に
は
'

｢蓮
沼
分
｣
の
記
載
は
な
く
'
こ
の
時
期
村
切
り
が
確
定
す
る
｡

享
保
年
間
に
は
集
配
総
を
め
ぐ
る
出
入
が
起
き
'

1
の
矢
坪
の
分

八
三



史
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村
願
強
訴
に
ま
で
発
展
す
る
｡

(
20
)

r
横
浜
市
史
JI

八
四

<
付
記
>

本
稿
作
成
に
つ
き
'
数
度
に
わ
た
る
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
文
書
所

蔵
者
各
位
よ
り
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
｡
記
し
て
感
謝

し
た

い
｡




